
1 

 

 

 

 

  

所 在 地 越前町小曽原 7-8 

建 築 年 平成６（1994）年（築 31年） 

延 床 面 積 3,372.33㎡ 

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

階 数 地上３階建て 

越前町子どもの遊び場整備基本計画【概要版】 

計画策定の背景・主旨 

少子高齢化や核家族化など家族形態の多様化を背景に、家庭や地域社会における子育ち・子育て状況が大

きく変わり、こどもの遊び場を取り巻く環境も変化してきました。また猛暑日の増加により、屋外での遊び

の危険性も、年々高まっています。こうした背景を踏まえ、町では令和４年度から、将来の維持管理コストを

踏まえた既存施設の利活用等の視点から検討を進め、候補地を越前陶芸村文化交流会館としました。 

本計画は、本町を取り巻く社会情勢等を踏まえながら、越前陶芸村文化交流館が抱える課題等を整理しつ

つ、すべてのこどもたちが安全かつ自由に遊ぶことができる屋内の遊び場整備を推進していくための基本方

針等を基本計画として取りまとめ、今後の基本設計・実施設計につなげていきます。 

 

▶「第２次越前町総合振興計画」 

〇町民からは「子育て支援や教育環境の充実など、こどもを産み育てやすい環境をつくる」という意見が最も多い 

〇中学生の意見として「娯楽や余暇を過ごす場所が少ない」と回答する人が多い 

▶ 一般保護者等の主な意見 

〇雨や雪の日にも行けるところがほしい 

〇越前町の特色やイメージを大事にしてほしい 

○幼児用トイレは必須。施設の清掃・管理をしっかり行ってほしい 

▶ 基本計画策定員会の意見・意向 

〇「越前陶芸村」が子育て世代に知名度があるという点は大事なところではないか 

○「越前陶芸村」の場合、広い芝生広場など緑豊かな環境をアピールできれば、越前町らしさが出せるのではないか 

 

基本理念 

すべてのこどもにとって安心でき、主役になれる居場所として、こどもたちが 「わくわく」でき、いろん

なことを 「まなび」、こどもも大人も 「つながり」、これからの 「みらい」もみんなに愛される遊び場をつく

ります。 

越前陶芸村文化交流館の位置・概要 

こどもの遊び場整備に関する主な意見 

地図出典：googlemap 

基本方針 

〇雨や雪など悪天候時に気軽に遊べる屋内スペー

スをつくり、全てのこどもの健やかな成長に繋

げます。 

〇様々な遊びにチャレンジしたり、想像力や好奇

心を育む様々な仕掛けなど、ワクワクできる遊

び場をつくります。 

〇こども同士や多世代との「遊び」から様々なこと

を学ぶことができる遊び場をつくります。 

〇越前焼の土や炎、越前町の豊かな自然などの特

徴を活かしたゾーニング（「海」「土」「里」のゾ

ーン）やデザインにより、幼少期から地域への誇

りや愛着を育みます。 

１． 

こどもが好奇心をもって、 

健やかに成長する 

２． 

こどもが遊びを通じて 

自分で考え、学ぶ 

３． 

こどもも大人も交流し、 

つながる 

４． 

こどもも大人も 

通い続けたくなる 

まなび わくわく 

つながり みらい 

〇子育て世代を中心にいろいろな人が様々な形で

交流でき、安心して子育てができる環境をつく

ります。 

〇利用者が長時間滞在できる施設として、飲食・物

販・休憩スペースなどの機能の充実を図り、交流

しやすい環境をつくります。 

〇こどもから大人までの多世代の人が気軽に訪れ、

安心して快適に過ごせる、何度も来たいと思う居

場所をつくります。 

〇「越前陶芸村」全体、周辺の店舗や事業所等との

連携を充実し、持続可能な施設運営につなげます。 
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開 館 時 間 

・平日は、9～17時を基本 

・管理者の準備や清掃、片付け等も配慮し設定 

・日曜日の夕方の利用は少ないことが想定されるため、開館時間の短縮を検討 

休 館 日 

・土日祝日は開館 

・平日のうち、１日休館日を設定 

・学校行事による振り替え休日は開館するなど、学校と連携 

・遠足等の利用時は、柔軟に対応 

利 用 料 金 

・遊び場について、町民のこどもは無料とし、町民以外は、こどもと大人に区分して、維持管理に

必要な程度を基本として利用料金を設定 

・町内の児童福祉施設等の団体利用は、申請に基づき無料となるよう検討 

駐 車 場 ・自家用車は、越前陶芸村の総合駐車場の利用を基本 

 整備後（千円） 

光熱水費（A） 17,680 

灯油料金 0 

上下水道料金 260 

電気料金（全体） 18,080 

電気料金（照明 LED 化） ▲ 660 

その他支出（B） 

（維持管理・委託費、修繕費等を含む） 
40,400 

合計（A+B） 58,080 

遊 具 整 備 約 130,000千円 

遊 び 場 環 境 整 備 約 203,000千円 

合 計 約 333,000千円 

 
令和６(2024)年度 令和７(2025)年度 令和８(2026)年度 令和９(2027)年度 

基本計画 
    

設  計 
    

建築工事 
    

その他 
    

導入する機能イメージ 

越前陶芸村文化交流会館 

カメリアホール 

子育て支援 

子育て支援 

センター 

指定 

避難所 

越前焼の振興 

陶芸 

ギャラリー 

・物販 

体験 

（陶芸の絵付
け体験等） 

ホール 

機能 

越前陶芸村 

遊び場ホール 

飲食、物販、
休憩スペース 

読書・学習スペ

ース、コワーキ

ングスペース 

ワークショップ 

スペース 

こどもの遊び場 

交
流
ゾ
ー
ン 

事業スケジュール 

供
用
開
始 

遊び場整備基本計画 

実施設計・ 
確認申請 

建築工事 福井県都市公園条例 

改正手続 

まなび わくわく 

基本方針 管理・運営の考え方 

みらい つながり 

◆こどもたちが、自分たちで遊びを創造できる遊び場を目指します。 

◆交流ゾーンを中心に、こどもたちが楽しく学べる企画・プログラムを検討して

いきます。 

◆障がいの有無などに関わらず、すべてのこどもが一緒になって遊ぶことで、互

いに尊重し合う関係づくりを目指します。 

◆利用者や管理者みんなが交流し、こどもたちを育む拠点、みんながつながる拠

点となるような施設を目指します。 

◆いろいろな人とのコミュニケーションを通じて、人を思いやる思いやりの気持

ちの醸成を目指します。 

◆子育て支援センターを中心に、遊び場の利用者の子育てにおける不安・悩みな

どに寄り添う施設を目指します。 

管理運営の基本的な考え方 

施設の基本条件 

概算事業費 

■ランニングコスト 

※空調改修により、灯油料金は０、上下水道料金は空調用の補給水が

なくなることを想定 

※過去のランニングコスト実績（令和３～５年度平均）：42,450 千円 

■概算事業費 
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多世代が利用できる 

環境を充実（静かな場所で

読書できるスペース等） 

ゆったりと落ち着いて 

使える授乳室 

子育て支援センターとの

連携も見据えた受付確保 

年齢に応じて使いやすい

幼児用トイレを充実 
道路・駐車場から 

遊び場やこどもが見える 

遊び場全体を見渡せる 

見守りスペース 

飲食や休憩、ワークショップが

できる多目的スペースを確保 

子育て支援センターとの

スムーズな連携を確保 

利用者の飲食ニーズに 

対応したスペース等を確保 

（町内のお店と連携） 
トイレまでの動線や、 

入口の分かりやすさを工夫 

こどもの遊び場ゾーンは

土足禁止（エントランス

で履き替え） 

幼児用トイレを設置 

（改修） 

陶芸ギャラリー・物販は親子で利用を

想定（遊び場ホールとはゾーニング） 

陶芸ギャラリー・物販は

土足のまま利用 

（現在と同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーニング計画 


